
■時代を超えること■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 288 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：LOCAL REPUBLIC AWARD 2020 最終公開審査会 

 

「LOCAL REPUBLIC AWARD 2020」一次審査の結果、12 組が通過となりました。 

今年も熱のこもった素晴らしい応募をいただき、誠にありがとうございました。 

最終審査は、以下の通りオンライン公開を予定しております。 

皆様、当 AWARDの特徴でもある白熱の公開審査の様子を是非ご覧ください。 

 

LOCAL REPUBLIC AWARD 2020 最終公開審査会 

日時：2020 年 11 月 7 日（土）13:00〜18:30 

審査形式：一次審査通過 12 組のプレゼン・公開審査 

公開方法：建築倉庫ミュージアム公式 YouTube チャンネルにて無料オンライン配信 

https://www.youtube.com/c/archidepotmuseum 

 

*先日のシンポジウムや審査委員長・山本理顕インタビューなども配信されておりますので併せてご覧ください 

 

僕は、主催団体の事務局長として、裏方の担当ですが、お時間のある方は是非ご覧ください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：時代を超えること 

 

ぼくは毎朝、NHK 連続テレビ小説「エール」を欠かさずに見ている。 



特に、戦意高揚を目的とする戦時歌謡の第一人者となってしまった主人公の悲惨な体験や、敗戦後の罪悪感と贖

罪の想いにから必死に立ち直り、友達をも助けようとするこのひと月というものは、僕はほぼ毎朝泣いている。 

なにしろこのドラマからは、感じ、気付かされることがあまりにも多いので、僕は辞められない。 

もちろんそれは、主人公のモデルとなった古関裕而さんの壮絶な人生や、それに基づく巧みなストーリー、そし

て登場人物たちの魅力によることは言うまでもない。 

でも、それ以上に僕が魅かれるのは、今現在の想いや未来の願いは、すべて自身の経験詰まり過去に基づくもの

なんだということを教えてくれることに思える。 

そんなわけで今日僕は、『エール』というドラマから気づき、学んでいること、自分のために整理してみたい。 

・ 

まず、主人公である作曲家古山裕一（あえて古関裕而とは言わない）は過剰なまでに自分を見つめ、考え込んで

しまう人物だ。 

自分自身が納得できないことには、絶対に妥協しないため、彼は何度も回り道をし、苦しい時間を長引かせてし

まう。 

だがそれは、僕にとって全く違和感のないことで、ある意味自分自身を見ているようだ。 

それは決して心地よい訳ではなく、「その辛さはよく分かる」という意味だが、裕一が苦しむ姿を見るうちに、そ

のこだわりの理由が分かった気がする。 

それは、何事も他人のせいにせず、すべて自分のせいにするためであり、僕は会社を潰した時にそれを痛感した。 

自分を被害者でなく加害者と考えて、問題を起こした側から考える方が、問題解決の道が開けるという考え方だ。 

・ 

次に印象に残るのは、「長崎の鐘」の作詞者から「どん底に落ちろ」と言われ、理解できずに苦しむ場面だ。 

「贖罪(しょくざい)ですか」、「長崎の鐘をあなたご自身のために作ってほしくはなか」と、作詞者は自分よがり

の裕一を責め立てる。 

「どん底とは何か」と考え込む裕一に対し、「答えは自分の中じゃない」と作詞者はつぶやく。 

そして最後に発せられた「どん底に大地あり」という言葉は、ドシーンと響くまさに答え。 

全てを失った時に見える景色こそが出発点だと気づいたことで、僕はゼロから始めることが面白くなった。 

僕は財務会計のセミナーをやるたびに、赤字とは唯一「収支」のことで、現実の帳簿には「マイナス」は無い。 

つまり、財布や口座に穴が開いたりブラックホールができることはなく、赤字とは、自分を含む誰かが補填して

いるか、誰かに迷惑をかけているだけのこと。 

そこで希望を持つのか諦めるのか、僕はむしろ、希望を超えて夢を持つことをお勧めする。 

・ 

先週の「エール」では、甲子園の応援歌「栄冠は君に輝く」をめぐる展開となった。 

主人公の裕一が歌詞の選考にも関わる中で発した「勝者と敗者の双方、つまりすべての参加者に栄冠が輝くとこ

ろが素晴らしい」という言葉に、僕は震えた。 

歌詞の紹介は割愛するが、勝者や勝利といった言葉は確かに一切出てこない。 

高校野球はトーナメントつまり勝ち抜き戦であり、最後に残った勝者が優勝という栄誉を勝ち取るイベントだ。 

だが、優勝するのは 1 校で、残りはすべて敗者となる。 

全ての参加校を応援する歌は、勝利者をたたえる歌であってはならないという考え方は、より良い世界を目指す

基本精神だ。 

ユネスコの定める「無形文化遺産の定義」の中に「価値」という言葉が出てこないことに通じると思う。 

さらに言えば、成功と失敗を超えた永続を目指す僕にとって、勝敗を超える理念は心に刺さる。 

・ 

そして最後に忘れてはならないのは、歌詞とメロディの関係だ。 



裕一は曲を書くにあたり、必ず歌詞を深く読み、その背景を理解するために関係者に会い、現場に足を運び、そ

の結果生まれるメロディが彼の作品だ。 

のどかな大正から昭和の戦争を経て敗戦、復興、躍進と変化する社会情勢が、色濃く反映される歌詞に対し、そ

の時代を生き抜いた裕一の紡ぐメロディからは、どこか一貫した「裕一節」が感じ取れる。 

考えて見れば、「歌詞=言葉」と「メロディ＝音楽」は、密接な関係にあるが、全く違う役割を果たしている。 

「言葉」は頭で理解し「意味を考えさせる」役割だが、「音楽」は耳や体から頭に届いて「動きの様なものを感じ

させる」役割だ（うまく言えただろうか）。 

のどかな時代のメロディと、戦時下で戦意高揚に貢献したメロディと、敗戦後の復興や発展に彩りを添えたメロ

ディを明確に区別することは、僕にはできない。 

・ 

つまり、僕らが生きて、がんばることに、どの時代も違いは無いのかもしれない。 

だから僕らは、いつの時代からも学ぶことができるのだろう。 

だとすれば、僕らだって、いつの時代にも役立つことを成し遂げることができるかもしれない。 

 

http://nanoni.co.jp/20201101/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）11/02 ■◎作業日 19-21 時（自宅） 

10-12 時 ▲LRA不燃公社訪問（田町） 

13-18 時 ▲社会保険事務所他（横浜） 

（火）11/03 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（水）11/04 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（木）11/05 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

09-13 時 ▲社会保険事務所他（横浜） 

（金）11/06 ■◎作業日 09-21 時（自宅） 

（土）11/07 ▲作業日  

 12-19 時 ■LRA 最終公開審査会（東品川） 

（日）11/08 ■◎休業日 

 

■その後の予定 



11/10 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

11/12 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

11/12 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/12 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/13 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

11/14 09-17 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/17 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

11/19 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/21 09-17 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

11/22 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 10 月例会（飯能） 

11/24 10-12 時 HFA 定例会議（渋谷・リモート） 

11/26 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/28 09-12 時 ■○笑恵館教室（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


